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損失

効率



問 8
ある変圧器の無負荷試験において，定格二次
電圧V2nが100V， 励磁電流I0が1.5A，無負荷
時の力率cosθが0.267であった。この変圧
器のPi[W]，g0[S]，b0[S]を求めよ。









一般に，負荷電流が流れることによって
生じる損失を負荷損

銅損 と

漂遊負荷損からなる



負荷損を測定するには，図8⒜に示すように，低圧側の回路を短絡し
て，定格周波数の低電圧V1z[V]を加え
定格一次電流 1n[A]の電流を流し，電力計Wの読みPs[W]によっ て
求める。このときのPs[W]はインピーダンスワットとよばれ，巻 線
の銅損に漂遊負荷損を含めた値を示している。このように，低圧側
を短絡して行う試験を短絡インピーダンス試験という

短絡インピーダンス試験において負荷損測定を行うと，インピーダ
ンスワットPs[W]とインピーダンス電圧V1z[V]がわかる。した がっ
て，図8⒝の等価回路で示される抵抗r12[Ω]，リアクタンスx12 [Ω]
を求めることができる。





なお，一般に無負荷損は，ほとんどが鉄損で
あり，温度による変化 は少ないが，負荷損は，
温度によってある程度変化する。電気機器の
試験ではふつう75℃を基準温度としているの
で，負荷損測定で得た Ps [W]やr12[Ω]は温度
補正を行う必要がある。すなわち，測定した
ときの温度における値を75℃の値に換算する
必要がある。





効率



最大効率



例題5
変圧器の容量が30000kV･A，無負荷損Piが
50kW，負荷損が 200 kWである。負荷力率が
80％のとき，全負荷効率η[％]，およ び 1/ 2 
負荷効率η1/2 [％]を求めよ





負荷が1/2になるとい
うことは銅損は電流
の2乗に比例するので
2乗を掛けて銅損を求
める。





問 8
変圧器の容量が30000kV･A，無負荷損Piが
50kW，負荷損が 200 kWである。負荷力率が
100％のとき，全負荷効率η[％]，およ び
3/4 負荷効率η3/4 [％]を求めよ





問 9
変圧器の全負荷時の出力Pが15000kW，無負
荷損Piが57000 W，銅損Pcが57000W，漂遊
負荷損Pc’が12200Wである。この変圧器 の
全負荷効率η[％]を求めよ。





全日効率

変圧器の二次側の負荷は時間とともに変動するが， 一次側では
つねに電圧が加わっているので，負荷の大小に関係なく， 鉄損
が生じている。



例題 6

変圧器の 全負荷時の 出力Pが 15000kW，無
負荷損Piが 57kW、負荷損Pcが101.3kWであ
る。この変圧器が1日のうち8時間は全負荷，
8時間は 1 /2 負荷，8時間は 無負荷で 運転さ
れる。全日効率 ηd [％]を求めよ。ただし，
力率はいずれの場合も100％とする。





変圧器油の劣化防止法







•Conservator=コンサベータ（油の保守）
•Conservative=保守的な




